
や
り
が
い
は

区
民
の
感
謝
。
地
域

貢
献
の
手
ご
た
え
も

矢
吹

ま
ず
自
己
紹
介
を
兼
ね

て
、
仕
事
の
や
り
が
い
を

太
田

住
民
の
命
に
関
わ
る
仕

事
と
常
々
思
い
な
が
ら
、
丁
寧

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

公
園
整
備
は
、
午
前
10
時
に

は
保
育
園
児
が
、
午
後
は
小
・

中
学
生
が
遊
び
に
く
る
の
で
、

小
さ
い
公
園
で
は
、
午
前
中
に

作
業
完
了
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

安
心
・
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
、

注
意
深
く
や
っ
て
い
ま
す
。
巡

回
の
仕
事
で
も
、
感
謝
さ
れ
、

協
力
も
し
て
く
れ
ま
す
。

道
路
補
修
は
、
住
民
か
ら
の

陳
情
で
、
側
溝
の
ガ
タ
つ
き
や

破
損
な
ど
の
補
修
を
行
い
ま

す
。
行
う
と
「
こ
ん
な
に
早
く

対
応
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
と
、
区
直
営
で
素
早
い
対

応
を
す
る
こ
と
も
感
謝
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
が
業
者
に
依
頼
す
る

と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
1
ケ
月

後
に
な
る
こ
と
に
。

高
橋

管
轄
に
は
、
23
区
内
で

唯
一
の
等
々
力
渓
谷
が
あ
り
ま

す
。
2
0
2
3
年
7
月
6
日
朝

7
時
に
倒
木
の
連
絡
が
入
り
、

す
ぐ
に
現
場
へ
。
他
に
も
ナ
ラ

枯
れ
が
多
い
た
め
、
閉
鎖
し
て

の
作
業
が
必
要
で
、
渓
谷
へ
の

道
を
し
っ
か
り「
立
入
り
禁
止
」

し
作
業
開
始
。
現
場
は
、
傾
斜

地
で
、
崩
れ
た
場
所
の
間
際
ま

で
住
宅
が
建
ち
、
重
機
も
入
れ

な
い
た
め
、
資
材
の
運
搬
も
人

力
で
や
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
た
ち
も
作
業
を

し
ま
す
が
、
業
者
に
年
間
単
価

契
約
で
発
注
し
、
指
示
を
出
し

た
り
、
現
場
を
見
て
指
導
し
た

り
も
し
ま
す
。
業
者
が
指
示
通

り
に
対
応
し
た
こ
と
が
、
確
認

で
き
た
時
は
嬉
し
い
で
す
。

や
は
り
住
民
か
ら
感
謝
さ
れ

る
の
が
1
番
で
す
。

住
民
の
電
話
も
受
け
ま
す

が
、
殆
ど
が
か
な
え
ら
れ
な
い

も
の
ば
か
り
で
、
本
当
に
で
き

な
い
時
は
「
で
き
ま
せ
ん
」
と

説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
。
住

民
は
、
説
明
を
聞
い
て
も
納
得

は
し
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
区
役
所
は
、
万
能
で
は
な

い
こ
と
を
痛
感
し
ま
す
。
翌
年

同
じ
内
容
の
電
話
が
来
て
、
今

度
は
逆
に
感
謝
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
や
り
が
い

に
繋
が
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。

小
野
田

私
も
区
民
か
ら
の
陳

情
に
す
ぐ
に
対
応
し
、
感
謝
さ

れ
る
こ
と
で
す
。
魅
力
は
、
土

木
に
必
要
な
技
術
を
身
に
着

け
、
現
場
で
活
か
す
こ
と
が
出

来
る
こ
と
で
す
。
反
面
、
除
雪

や
泊
り
込
み
を
伴
う
台
風
の
対

策
に
は
一
番
苦
労
し
ま
す
。

矢
吹

期
待
に
応
え
ら
れ
て
い

る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
仕
事

を
し
て
い
て
一
番
で
す
ね
。
公

契
約
条
例
で
業
者
へ
の
フ
ォ
ロ

ー
も
喜
び
に
繋
が
り
ま
す
ね
。

高
橋

令
和
元
年
台
風
19
号
の

来
襲
は
、
土
曜
日
で
水
防
担
当

で
し
た
。
街
中
の
マ
ン
シ
ョ
ン

一
階
で
浸
水
が
あ
り
「
ど
う
に

か
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
住

民
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
入
り
、
土
の

う
を
積
み
上
げ
て
対
応
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
夜
10
〜
11
時
頃

に
は
多
摩
川
が
氾
濫
寸
前
で
、

職
員
が
総
出
で
対
応
し
ま
し

た
。
土
の
う
を
積
ん
で
も
、
も

う
間
に
合
わ
な
い
か
も
し
れ
な

い
程
の
高
水
位
で
し
た
が
、
と

に
か
く
や
ろ
う
と
積
み
上
げ
ま

し
た
。
一
般
家
庭
用
の
土
の
う

は
約
10
㎏
で
す
が
、
河
川
用
は

20
〜
25
㎏
。
何
十
、
何
百
と
積

み
ま
し
た
。
一
番
怖
い
経
験
で

し
た
。
水
門
調
整
も
し
ま
し
た

が
一
部
氾
濫
し
、
復
旧
ま
で
に

少
し
時
間
か
か
り
ま
し
た
。

川
野

2
0
1
1
年
の
東
日
本

大
震
災
の
時
は
、
お
や
つ
前
の

時
間
で
ま
だ
子
ど
も
た
ち
は
午

睡
中
。
カ
ギ
の
閉
ま
っ
て
い
る

サ
ッ
シ
が
枠
か
ら
ず
れ
る
ほ
ど

大
き
な
揺
れ
に
、
安
全
確
保
の

た
め
園
舎
か
ら
園
庭
に
避
難
し

ま
し
た
。
ま
た
交
通
網
の
麻
痺

で
当
日
お
迎
え
に
来
ら
れ
な
い

保
護
者
も
お
り
、
子
ど
も
が
保

育
園
に
泊
ま
っ
た
た
め
、
翌
朝

の
食
事
も
用
意
し
ま
し
た
。
水

道
の
出
な
い
園
も
あ
り
ま
し
た

が
、
工
夫
し
て
食
事
の
提
供
を

し
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
現
業
職
含
め
全
職

員
が
避
難
訓
練
に
取
り
組
み
、

危
機
管
理
体
制
を
確
立
し
て
い

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
通
常
業
務
以
外
で
も
災

害
時
対
応
な
ど
の
「
経
験
・
技

術
の
継
承
」
は
、
と
て
も
重
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

食
材
は
、
地
域
業
者
よ
り
当

日
納
品
が
基
本
で
す
。
地
域
業

者
の
数
も
少
な
く
な
り
、
複
数

園
に
納
品
す
る
業
者
へ
の
対
応

は
、
時
間
管
理
な
ど
様
々
な
面

で
負
担
が
あ
り
ま
す
が
、
保
育

園
の
運
営
と
地
域
活
性
化
に
貢

献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

矢
吹

や
は
り
、
安
心
・
安
全

な
給
食
の
提
供
に
は
、
地
元
業

者
の
協
力
も
不
可
欠
な
上
、
地

域
で
の
税
金
の
循
環
に
よ
り
、

地
域
活
性
化
に
も
繋
が
り
ま
す

ね
。

吉
得

保
育
園
の
魅
力
は
、
子

ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら

食
育
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
。

離
乳
食
は
本
当
に
日
々
成
長
し

て
い
く
様
子
で
工
夫
し
て
い
ま

す
。1
才
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
ら
、

幼
児
食
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

と
、
調
理
師
と
保
育
士
と
保
健

師
・
看
護
師
、
栄
養
士
が
協
力

し
て
進
め
て
い
ま
す
。
幼
児
組

も
、
小
さ
く
て
素
直
で
可
愛
い

で
す
ね
。
見
つ
め
ら
れ
る
と
。

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
子

ど
も
に
癒
さ
れ
る
の
で
、
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。

松
川

私
も
や
り
が
い
は
、
毎

日
、
児
童
生
徒
の
た
め
に
安
心

安
全
な
給
食
を
提
供
で
き
る
こ

と
。「
美
味
し
か
っ
た
！
」「
ご

ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
と
声
を

か
け
ら
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

季
節
の
行
事
食
や
産
地
直
送

食
材
の
メ
ニ
ュ
ー
も
魅
力
で
、

泥
人
参
と
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス

か
ら
作
る
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ケ
ー

キ
、
1
本
3
㎏
も
あ
る
大
根
の

麻
婆
大
根
な
ど
も
好
評
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
経
験
豊
富
な
調
理

師
が
い
る
か
ら
こ
そ
臨
機
応
変

の
対
応
が
可
能
で
す
。

組
合
活
動
と
仕
事

川
野

組
合
は
、
区
政
運
営
や

労
働
条
件
へ
の
対
応
だ
け
で
な

く
、
安
全
衛
生
委
員
会
に
は
組

合
代
表
も
参
加
し
、
当
局
と
き

ち
ん
と
話
し
合
い
が
で
き
る
場

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
役
割
が
、

組
合
員
に
は
伝
わ
り
に
く
い
も

ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
4
月
採
用
に
向

け
、
調
理
職
10
名
、
土
木
作
業

職
5
名
程
度
の
募
集
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
募
集
し
て
も
応
募

が
少
な
い
の
が
実
態
で
す
。
一

方
で
、
合
格
後
の
辞
退
、
数
年

の
経
験
で
の
退
職
、
能
力
認
定

合
格
な
ど
、
現
業
職
の
定
着
も

課
題
で
す
。
こ
う
し
た
公
務
員

離
れ
に
つ
い
て
も
組
合
の
会
議

で
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

小
野
田

土
木
の
技
術
の
伝
承

の
た
め
、
組
合
と
と
も
に
、
職

員
の
新
規
採
用
を
勝
ち
取
る
交

渉
を
し
続
け
る
こ
と
で
す
。
退

職
不
補
充
の
ま
ま
、
職
員
不
在

で
技
術
の
伝
承
が
出
来
な
る
こ

と
は
絶
対
に
避
け
た
い
で
す
。

松
川

現
業
職
の
退
職
不
補
充

で
今
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験

が
、
次
世
代
に
継
承
さ
れ
な
い

こ
と
が
残
念
で
す
。
直
営
だ
か

ら
こ
そ
、
教
室
で
の
生
徒
の
様

子
が
見
え
る
し
、
生
徒
も
調
理

師
や
用
務
員
と
顔
見
知
り
に
な

り
、安
心
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

多
様
な
職
員
と
の

か
か
わ
り
方
は

矢
吹

会
計
年
度
任
用
職
員
な

ど
非
正
規
職
員
と
の
関
わ
り
方

は
、
ど
ん
な
感
じ
で
す
か
？

太
田

板
橋
の
土
木
で
は
、
6

人
の
会
計
年
度
任
用
職
員
と
正

規
の
私
と
再
任
用
2
人
、
全
部

で
9
人
が
3
つ
の
班
に
分
か
れ

て
業
務
を
し
て
い
ま
す
。
職
場

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
が
い

な
い
と
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
今

ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
飲
み
会
等

全
く
な
か
っ
た
の
で
、
交
流
の

場
を
設
け
、
会
計
年
度
任
用
職

員
と
も
交
流
し
、
意
見
や
声
か

け
な
ど
の
大
切
さ
を
繋
げ
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

川
野

会
計
年
度
任
用
職
員

は
、
公
共
一
般
世
田
谷
支
部
の

組
合
員
で
す
。
退
職
不
補
充
の

職
場
な
ど
、
多
く
の
職
場
に
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も

募
集
が
集
ま
ら
な
い
状
況
で

す
。
勤
務
の
時
間
数
や
日
数
な

ど
条
件
を
広
げ
て
募
集
し
て

も
、
必
要
数
に
満
た
な
い
職
種

も
多
く
あ
り
ま
す
。
「
会
計
年

度
任
用
職
員
の
欠
員
を
補
充
で

き
な
け
れ
ば
正
規
職
員
で
補
充

す
べ
き
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

現
場
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

と
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
、
給
食

が
出
来
上
が
り
ま
せ
ん
。
欠
員

住
民
の
最
も
身
近
で
働
く
現
業
職
員
は
、
住
民
が
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
日
夜
奮
闘
し
て

い
ま
す
。
自
治
体
職
員
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
業
務
に
「
誇
り

を
も
っ
て
仕
事
を
す
る
」
現
業
職
員
の
方
々
と
の
座
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
国
際
人

道
法
違
反
の
ガ

ザ
の
様
子
を
目

の
当
た
り
に
し

て
、今
年
こ
そ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
共
に
、
一
日
も

早
く
停
戦
と
な
り
、
地
球
上
か

ら「
き
な
臭
さ
」が
な
く
な
る
こ

と
を
望
む
ば
か
り
で
あ
る
▼
し

か
し
こ
の
よ
う
な
「
き
な
臭
さ

は
」
日
本
に
も
広
が
っ
て
い
る

▼
昨
年
暮
れ
に
閣
議
決
定
し
た

二
〇
二
四
年
度
予
算
案
と
殺
傷

兵
器
輸
出
解
禁
で「
き
な
臭
さ
」

は
一
層
強
く
な
り
、
「
新
し
い

戦
前
」
と
の
危
惧
は
、
い
よ
い

よ
切
実
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

▼
5
年
間
で
43
兆
円
と
す
る
方

針
を
踏
ま
え
軍
事
費
は
7
兆
9

4
9
6
億
円
と
更
に
膨
張
。
敵

基
地
攻
撃
用
の
ス
タ
ン
ド
オ
フ

ミ
サ
イ
ル
経
費
7
3
4
0
億
円

や
イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
搭
載
二

艦
3
7
3
1
億
円
な
ど
敵
基
地

攻
撃
準
備
▼
す
で
に
先
島
諸
島

や
沖
縄
で
は
ミ
サ
イ
ル
基
地
や

弾
薬
庫
の
建
設
等
が
次
々
と
進

み
、
現
地
で
は
戦
争
へ
の
不
安

が
高
ま
っ
て
い
る
▼
さ
ら
に
、

殺
傷
兵
器
輸
出
解
禁
と
し
た

『
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
・
運
用

指
針
』
の
改
訂
だ
▼
1
9
7
6

年
三
木
内
閣
は
平
和
国
家
の
理

念
に
基
づ
き
武
器
輸
出
全
面
禁

止
に
▼
安
倍
内
閣
で
『
防
衛
装

備
輸
出
三
原
則
』
と
名
前
を
変

え
て
部
分
的
に
解
禁
▼
今
回
、

岸
田
内
閣
は
地
対
空
ミ
サ
イ
ル

パ
ト
リ
オ
ッ
ト
等
殺
傷
兵
器
輸

出
を
解
禁
▼
閣
議
決
定
で
、
国

会
審
議
を
経
ず
、
議
事
録
も
開

示
せ
ず
、
平
和
国
家
の
理
念
・

憲
法
の
理
念
を
、
軍
事
費
と
武

器
輸
出
の
両
面
で
変
え
た
岸
田

内
閣
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
現
業
大
事
だ
！
」

「
現
業
大
事
だ
！
」現
業

職

新
春
座
談
会
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「
か
な
り
苦
し
い
」
「
や
や

苦
し
い
」
を
合
わ
せ
る
と
53
・

0
％
（
前
年
50
・
3
％
）
の
回

答
者
が
「
苦
し
い
」
と
感
じ
て

い
ま
す
。

20
〜
60
代
の
す
べ
て
の
年
代

で
過
半
数
が
「
苦
し
い
」
と
し

て
い
ま
す
。
特
に
「
再
任
用
公

務
員
」
の
71
・
4
％
が
最
も
高

く
、
会
計
年
度（
フ
ル
タ
イ
ム
）

58
・
6
％
、
会
計
年
度
（
短
時

間
）
57
・
9
％
と
続
き
、
物
価

の
上
昇
に
よ
っ
て
実
質
賃
金
が

低
下
し
て
い
る
影
響
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

東
京
自
治
労
連
は
、昨
年
10
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た「
働

く
み
ん
な
の
要
求
・
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
最
終
集
計
結
果

の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
全
労
連
・
自
治
労
連
と
し
て
毎
年

取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
集
約
数
は
1
7
、
6
9
2
人

で
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

東
京
自
治
労
連
は
、
2
月
3
日
に
開
催
す
る
中
央
委
員
会

に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
春
闘
で
の
賃
上
げ

要
求
額
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
切
実
な

要
求
と
職
場
実
態
が
示
さ
れ
て
お
り
、
24
国
民
春
闘
の
重
点

課
題
と
諸
要
求
の
実
現
に
む
け
て
、
職
場
か
ら
旺
盛
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

無
回
答
者
を
除
く
月
額
の
賃

上
げ
要
求
の
加
重
平
均
額
は
、

2
8
、
5
5
2
円（
前
年
2
6
、

8
9
5
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

物
価
上
昇
に
よ
る
実
質
賃
金
の

低
下
が
影
響
し
、
前
年
度
比
で

1
、6
5
7
円
上
が
り
ま
し
た
。

回
答
者
の
分
布
は
「
1
万
円
」

3
、
9
7
1
人（
25
・
1
％
）、

「
3
万
円
」
2
、
9
1
8
人
（
18

・
4
％
）
、
「
5
万
円
」
2
、

4
5
1
人
（
15
・
5
％
）
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。
3
万
円
以

上
と
回
答
し
た
人
を
合
わ
せ
る

と
45
・
6
％（
前
年
43
・
1
％
）

と
昨
年
度
と
比
較
し
て
2
・
5

ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
時
間
給
の
引
き
上
げ

要
求
は
「
1
0
0
円
」
が
最
も

多
く
3
0
9
人
・
30
・
1
％
、

加
重
平
均
額
は
、1
7
4
円（
前

年
1
5
3
円
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
1
日
8
時
間
、
20
日
間
勤

務
で
換
算
す
る
と
月
額
引
上
げ

要
求
額
は
2
7
、8
4
0
円（
前

年
2
4
、
4
8
0
円
）
と
な
り

ま
す
。

「
45
時
間
以
上
」
の
超
過
勤

務
者
が
4
5
5
人
・
2
・
6
％
（
前
年
2
・
9
％
）、そ
の
内
、過

労
死
ラ
イ
ン
「
80
時
間
を
超
え

る
」が
95
人
・
0
・
6
％（
前
年

1
0
2
人
・
0
・
6
％
）と
な
り

ま
し
た
。
平
均
残
業
時
間
は
14

・
2
時
間（
前
年
14
・
0
時
間
）

で
同
水
準
、
う
ち
「
正
規
公
務

員
」
の
平
均
残
業
時
間
は
13
・

8
時
間
（
昨
年
14
・
5
時
間
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
1
0
0

時
間
以
上
」
は
47
人
・
0
・
3

％
お
り
、
過
労
死
の
危
険
が
あ

り
、緊
急
に
是
正
が
必
要
で
す
。

雇
用
形
態
と
の
関
係
で
「
残

業
あ
り
」
は
、
「
正
規
公
務
員
」

85
・
1
％
、
「
再
任
用
」
51
・

5
％
、「
再
雇
用
」40
・
6
％
、

「
会
計
年
度
任
用
職
員
（
フ
ル

タ
イ
ム
）
」
21
・
6
％
、
「
会

計
年
度
任
用
職
員
（
短
時
間
）
」

16
・
6
％
と
な
っ
て
お
り
、
日

常
業
務
が
残
業
し
な
い
と
処
理

で
き
な
い
状
況
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
会
計
年
度

任
用
職
員「
フ
ル
タ
イ
ム
」「
短

時
間
」
の
残
業
代
に
つ
い
て
、

適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
労
働
組
合
と
し
て
も
点
検

が
必
要
で
す
。

雇
用
形
態
別
の
残
業
時
間
の

加
重
平
均
は
「
正
規
公
務
員
」

14
・
5
時
間
（
前
年
14
・
8
時

間
）
、
「
再
任
用
」
10
・
6
時

間（
前
年
10
・
3
時
間
）、「
再

雇
用
」
8
・
9
時
間
（
前
年
13

・
9
時
間
）、「
会
計
年
度（
フ

ル
タ
イ
ム
）」9
・
2
時
間（
前

年
10
・
5
時
間
）
、
「
会
計
年

度
（
短
時
間
）
」
9
・
1
時
間

（
前
年
10
・
3
時
間
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

不
払
い
残
業
が
「
あ
る
」
の

回
答
は
、
5
、
5
9
3
人
・
31

・
8
％
（
前
年
33
・
9
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
依
然
と
し
て

3
割
が「
不
払
い
残
業
が
あ
る
」

と
回
答
し
て
お
り
、
深
刻
な
状

況
で
す
。
労
働
組
合
と
し
て
、

超
勤
パ
ト
ロ
ー
ル
の
取
り
組
み

や
、
当
局
に
対
し
実
効
性
の
あ

が
あ
っ
て
も
安
全
、
安
心
の
給

食
提
供
に
影
響
し
な
い
よ
う
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
力

合
わ
せ
て
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。５

年
・
１０
年
後
に

高
橋

し
っ
か
り
と
育
成
が
で

き
る
先
輩
に
な
り
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
先
ず
自
身
が
成
長

す
る
こ
と
。
今
、
私
が
い
る
職

場
に
は
教
え
方
が
と
て
も
上
手

な
先
輩
が
い
て
、
誰
に
で
も
愛

情
を
も
っ
て
指
導
し
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
自
分
も
愛
情
を
も

ら
っ
て
い
る
実
感
が
あ
る
の

で
、
そ
ん
な
風
に
後
輩
を
育
成

で
き
る
人
に
な
り
た
い
で
す

ね
。

川
野

保
育
園
は
日
々
の
当
た

り
前
。
事
故
な
く
安
心
し
て
通

え
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
す
ご

く
大
事
な
仕
事
で
す
。
単
に
食

事
を
作
れ
ば
い
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
支
え
る
た
め
に
、
自
分
も

人
と
し
て
成
長
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
若
い
人
た
ち
に

組
合
と
区
側
関
係
を
き
ち
ん
と

知
っ
て
い
た
だ
き
、
組
合
活
動

の
大
切
さ
、
必
要
性
を
感
じ
て

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

そ
の
環
境
を
作
っ
て
役
員
の
世

代
交
代
の
円
滑
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

ま
た
、
こ
の
間
、
健
康
の
大

切
さ
を
痛
感
し
、
声
を
出
す
こ

と
の
大
切
も
実
感
し
ま
し
た
。

仲
間
同
士
で
お
互
い
を
頼
れ
る

環
境
を
作
り
た
い
で
す
。

吉
得

有
望
な
若
者
は
多
く
、

組
合
活
動
を
継
承
し
な
が
ら
力

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
1
面
か
ら
続
く
）

東京自治労連2024年東京自治労連2024年

「働くみんなの要求・職場アンケート」結果
～職場からみんなで力を合わせて、要求実現に向けてがんばりましょう～

②
日
額
要
求
は
前
年
比
増

賃
上
げ
要
求
額

賃
上
げ
要
求
額

④
不
払
い
残
業
は
違
法

年
換
算
１４
・
７
日
分
賃
金
不
払
い

不
払
い
残
業

不
払
い
残
業

①
物
価
上
昇
の
影
響
大
き
く

…
半
数
以
上
が「
苦
し
い
」

③
９５
人
が
過
労
死
ラ
イ
ン

「
８０
時
間
を
超
え
る
」

生
活
実
感

生
活
実
感

残
業
時
間

残
業
時
間

（
3
面
に
つ
づ
く
）

第一法律事務所（最寄り駅・東西線茅場町）

三澤 麻衣子弁護士

2月15日㈭13時～
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3

る
対
策
を
実
施
す
る
よ
う
要
請

し
て
い
く
必
要
性
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
雇
用
形
態
で
み
る
と

「
あ
る
」
と
回
答
割
合
が
高
い

の
は
「
外
郭
関
連
団
体
正
規
職

員
」
65
・
6
％
、
「
正
規
公
務

員
」
42
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。会

計
年
度
任
用
職
員
は
、「
フ

ル
タ
イ
ム
」で
14
・
1
％
、「
短

時
間
」
で
13
・
2
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

違
法
な
不
払
い
残
業
を
な
く

す
た
め
に
も
、
実
効
あ
る
36
協

定
締
結
と
、
「
労
働
時
間
の
適

正
な
把
握
の
た
め
に
使
用
者
が

講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
当
局
の

対
応
を
具
体
化
さ
せ
て
い
く
取

り
組
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

「
10
時
間
未
満
」
は
70
・
9

％
、
平
均
の
不
払
い
残
業
時
間

は
9
・
53
時
間
（
前
年
9
・
89

時
間
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1
年
で
換
算
す
る
と
1
1
4

時
間
を
超
え
、
約
14
・
7
日
分

賃
金
不
払
い
で
仕
事
を
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

雇
用
形
態
別
の
平
均
不
払
い

残
業
時
間
は
「
正
規
公
務
員
」

9
・
9
時
間
（
前
年
10
・
3
時

間
）
、
「
再
任
用
8
・
5
時
間

（
前
年
8
・
3
時
間
）
、
「
再

雇
用
」
9
・
6
時
間
（
前
年
8

・
6
時
間
）
、
「
会
計
年
度
任

用
職
員
（
フ
ル
タ
イ
ム
）
」
6

・
8
時
間（
前
年
9
・
6
時
間
）、

「
会
計
年
度
任
用
職
員（
短
時
）」

6
・
6
時
間
（
前
年
7
・
0
時

間
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
、
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
を
つ
く
る
た
め

に
、
人
員
増
と
不
払
い
残
業
根

絶
に
対
す
る
職
場
要
求
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

不
払
い
残
業
が
生
じ
る
理
由

で
は
、
「
短
時
間
の
残
業
だ
か

ら
」
が
最
も
多
く
、
「
申
請
し

づ
ら
い
雰
囲
気
が
あ
る
」
「
自

分
の
仕
事
が
遅
い
た
め
」
と
続

き
ま
す
。

雇
用
形
態
と
の
関
係
で
み
る

と
、
全
て
の
雇
用
形
態
で
「
申

請
し
づ
ら
い
雰
囲
気
が
あ
る
」

「
短
時
間
の
残
業
だ
か
ら
」「
自

分
の
仕
事
が
遅
い
た
め
」
の
回

答
割
合
が
高
く
、
職
場
か
ら
不

払
い
残
業
を
な
く
す
た
め
の
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

「
残
業
手
当
の
制
度
が
な
い
」

と
の
回
答
者
は「
正
規
公
務
員
」

70
人
、「
再
任
用
公
務
員
」22
人
、

「
再
雇
用
公
務
員
」
1
人
、
会

計
年
度
任
用
職
員
（
フ
ル
タ
イ

ム
・
短
時
間
）
2
8
5
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
勤
務
時
間
や
超

過
勤
務
に
つ
い
て
改
め
て
職
場

毎
の
学
習
と
当
局
の
勤
務
時
間

の
適
正
な
把
握
が
必
要
で
す
。

「
不
足
し
て
い
る
」は
1
1
、

4
2
2
人
・
64
・
6
％
（
前
年

63
・
2
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
は
、
仕
事
量
が
増
え
、

長
時
間
過
密
労
働
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
住
民
の
い
の
ち
と

く
ら
し
を
守
る
自
治
体
職
場
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
等
の
感
染
症
対
応
や
自
然
災

害
へ
適
切
に
対
応
す
る
人
員
増

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
均
の
年
休
取
得
日
数
は
、

12
・
1
日
（
前
年
11
・
9
日
）

と
な
り
ま
し
た
。「
6
日
未
満
」

2
、
0
8
8
人
・
17
・
4
％（
前

年
17
・
4
％
）
、
「
0
日
」
1

1
9
人
・
1
・
3
％
（
前
年
1

・
3
％
）
、
「
6
〜
21
日
未
満
」

取
得
し
た
と
す
る
回
答
者
が
1

3
、
3
2
9
人
・
77
・
0
（
昨

年
80
・
0
％
）
で
す
。
年
休
を

取
る
こ
と
の
で
き
る
職
場
体
制

の
確
立
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。超

勤
の
縮
減
、
不
払
い
残
業

の
根
絶
、
有
給
休
暇
の
取
得
率

を
高
め
る
た
め
に
、
人
員
増
を

行
い
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

普
段
の
仕
事
で
の
疲
労
感
に

つ
い
て
は
「
毎
日
非
常
に
疲
れ

る
」「
た
ま
に
非
常
に
疲
れ
る
」

を
あ
わ
せ
る
と
9
、
1
0
5
人

・
52
・
0
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
年
変
化
を
見
る
と
、
心
身
疲

労
の
強
度
が
年
々
増
し
、
半
数

以
上
が
「
非
常
に
疲
れ
る
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

24
春
闘
討
論
集
会
は
、
12
月

9
・
10
日
4
年
振
り
に
現
地
開

催
し
、
50
人
を
超
え
る
仲
間
が

参
加
し
ま
し
た
。

全
体
会
は
、
自
治
労
連
橋
口

書
記
長
が
「
自
治
体
労
働
者
が

主
体
的
に
春
闘
に
取
り
組
み
、

全
て
の
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ

を
実
現
し
よ
う
」
と
題
し
て
、

春
闘
情
勢
と
課
題
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

国
民
春
闘
っ
て

23
確
定
闘
争
で
20
数
年
ぶ
り

の
賃
金
改
善
が
実
現
し
た
の

は
、
春
闘
で
の
民
間
の
奮
闘
が

賃
上
げ
を
実
現
し
た
こ
と
に
触

れ
、
公
務
が
春
闘
を
た
た
か
う

重
要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
国
民
春
闘
」
と
呼
称

す
る
の
は
、
様
々
な
産
業
の
労

働
組
合
が
一
緒
に
、
国
民
的
な

要
求
と
も
結
び
つ
く
こ
と
で
、

さ
ら
に
大
き
な
力
に
な
る
こ

と
。
平
和
な
社
会
で
、
安
心
し

て
豊
か
に
く
ら
す
た
め
の
社
会

保
障
の
充
実
な
ど
、
国
民
的
な

諸
要
求
を
国
・
自
治
体
・
経
営

者
に
対
し
て
提
出
し
、
国
民
世

論
を
味
方
に
し
な
が
ら
、
労
使

交
渉
や
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
の
行

動
に
よ
り
、
要
求
の
実
現
を
め

ざ
す
た
た
か
い
と
位
置
づ
け
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

公
務
も
民
間
も

と
も
に

24
春
闘
情
勢
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
資
料
を
駆
使
し
て
、
日

本
だ
け
が
主
要
国
で
賃
金
が
上

が
っ
て
い
な
い
こ
と
。
大
企
業

の
儲
け
は
、
賃
金
に
回
ら
ず
株

主
と
企
業
の
ふ
と
こ
ろ
に
。
そ

の
結
果
、
大
株
主
の
資
産
は
増

大
し
、
大
企
業
の
内
部
留
保
が

5
1
1
兆
円
と
な
る
一
方
、
実

質
賃
金
は
3
2
6
・
3
万
円
と

こ
の
26
年
で
最
低
と
な
っ
て
い

る
実
態
や
、
物
価
高
騰
に
よ
る

負
担
の
急
増
、
と
り
わ
け
低
賃

金
労
働
者
の
負
担
が
増
え
て
い

る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

24
春
闘
は
、
新
自
由
主
義
経

済
が
行
き
詰
ま
り
、
賃
金
す
ら

コ
ス
ト
と
み
な
す
大
企
業
に
対

し
、
最
低
賃
金
の
改
善
で
、
低

賃
金
労
働
者
を
減
ら
し
、
賃
金

底
上
げ
効
果
を
広
げ
る
こ
と

を
、
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

同
時
に「
公
共
を
取
り
戻
す
」

取
り
組
み
で
、
公
務
職
場
の
改

善
と
魅
力
あ
る
公
務
の
再
生
、

社
会
を
支
え
る
「
公
共
」
を
実

現
し
よ
う
と
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。講

演
後
は
、
3
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
、
春
闘
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
交
流
し

ま
し
た
。

Ｑ
父
が
高
齢
で
判
断
力

が
落
ち
て
い
て
心
配
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
先
日
訪
問
し

て
き
た
業
者
に
必
要
の
な
い
健

康
器
具
を
買
わ
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
返
し
た
い
の
で
す
が
、
ど

う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
み
な
さ
ま
の
ご
両
親

な
ど
、
高
齢
に
な
っ
て

き
て
な
に
か
と
生
活
に
援
助
が

必
要
な
ケ
ー
ス
も
多
く
存
在
し

ま
す
よ
ね
。
こ
う
し
た
高
齢
者

を
狙
っ
て
、
そ
の
資
産
を
だ
ま

し
取
る
よ
う
な
動
き
が
社
会
問

題
化
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

一
見
高
齢
者
の
た
め
を
思
っ
た

正
当
な
取
引
で
あ
る
か
の
よ
う

な
装
い
で
、
高
齢
者
に
対
し
て

必
要
性
が
乏
し
い
、
ま
た
値
段

に
比
べ
て
商
品
の
対
価
性
が
伴

わ
な
い
不
当
な
取
引
を
通
じ

て
、
高
齢
者
か
ら
資
産
を
提
供

さ
せ
る
被
害
も
頻
発
し
て
い
ま

す
。

こ
う
し
た
場
合
に
備
え
る
制

度
と
し
て
、
ま
ず
、
特
定
商
取

引
法
な
ど
で
定
め
ら
れ
た
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま

す
。
訪
問
販
売
な
ど
の
契
約
に

お
い
て
は
、
い
っ
た
ん
契
約
の

申
し
込
み
や
契
約
の
締
結
を
し

た
場
合
で
も
、
契
約
を
再
考
で

き
る
よ
う
に
し
、
一
定
期
間
内

に
無
条
件
で
契
約
の
申
し
込
み

を
撤
回
し
た
り
、
契
約
を
解
除

し
た
り
で
き
る
制
度
で
す
（
契

約
類
型
ご
と
に
異
な
り
ま
す

が
、
訪
問
販
売
の
場
合
で
は
8

日
以
内
で
す
。
）
。

ま
た
、
消
費
者
契
約
法
も
あ

り
ま
す
。
消
費
者
と
事
業
者
と

の
間
に
は
情
報
や
交
渉
力
の
格

差
が
あ
る
の
で
、
事
業
者
の
一

定
の
行
為
に
よ
り
契
約
の
申
込

み
又
は
そ
の
承
諾
の
意
思
表
示

を
取
り
消
し
た
り
、
消
費
者
の

利
益
を
不
当
に
害
す
る
こ
と
と

な
る
条
項
を
無
効
と
す
る
な
ど

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ご
質
問
の
場
合
に
は
こ
れ
ら

の
法
律
の
活
用
を
考
え
ま
し
ょ

う
。た

だ
こ
れ
ら
の
制
度
の
活
用

も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
制
度
は
通
信
販
売
で

は
活
用
で
き
ま
せ
ん
し
、
消
費

者
契
約
法
に
も
取
り
消
し
で
き

る
場
合
、
無
効
を
主
張
で
き
る

場
合
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
適
用
外
の
場
合
は
、

取
引
の
全
体
の
事
実
経
過
に
照

ら
し
て
、
不
当
な
商
取
引
で
あ

る
か
ら
公
序
良
俗
に
反
し
て
無

効
と
判
断
さ
れ
た
裁
判
例
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
こ
ま
で
い
く
の

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
被
害
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
、
私
た
ち
は
高
齢
者

と
よ
く
話
し
合
い
、
そ
の
資
産

管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
事
前

に
よ
く
検
討
し
て
お
い
た
ほ
う

が
良
い
で
す
ね
。

（
2
面
か
ら
続
く
）

２４
春
闘
討
論
集
会
を
開
催

主
体
的
に
春
闘
を
取
り
く
み
大
幅
賃
上
げ
実
現
を

⑤
職
場
の
人
員
に
つ
い
て

⑦
仕
事
で
の
疲
労
感

高齢者の契約に
ご注意を

弁
護
士笹

山
尚
人

⑥
年
休
取
得「
６
日
未
満
」は
、

１８
・
７
％昨

年
度
の
年
次
有
給
休
暇
取
得
日
数

昨
年
度
の
年
次
有
給
休
暇
取
得
日
数

＆＆
Ｑ

Ａ
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日
本
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

低
迷
か
ら
活
気
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
労
働
者
の
実

質
賃
金
は
物
価
高
騰
に
追
い
つ

い
て
い
ま
せ
ん
。
背
景
に
は
、

中
小
企
業
に
よ
る
倒
産
や
原
材

料
へ
の
価
格
が
転
嫁
で
き
ず
経

営
が
厳
し
く
、
労
働
者
の
賃
上

げ
に
回
っ
て
い
な
い
こ
と
が
想

定
さ
れ
、
そ
れ
が
公
務
の
人
勧

に
反
映
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

23
春
闘
で
は
、
民
間
大
企
業

労
組
の
中
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立

ち
上
が
っ
た
姿
が
、
大
き
な
話

題
と
な
り
ま
し
た
。
労
働
者
の

権
利
と
は
何
か
？
労
働
組
合
は

闘
う
組
織
で
あ
る
こ
と
が
反
響

を
呼
び
ま
し
た
。

「
2
0
2
4
春
闘
働
く
み
ん

な
の
職
場
・
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
は
、
人
員
不
足
64
・
6
％
や
、

平
均
残
業
時
間
は
14
・
2
時
間

で
80
時
間
を
超
え
た
過
労
死
ラ

イ
ン
超
え
の
職
員
も
い
ま
だ
改

善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
職
場
実

態
に
見
合
う
人
員
の
確
保
は
待

っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。
当
局

要
請
を
強
め
ま
し
ょ
う
。
公
務

労
働
者
は
と
も
に
団
結
し
、「
住

民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守

る
」
「
す
べ
て
の
職
場
環
境
の

改
善
」
の
声
を
あ
げ
、
行
動
に

移
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平
和
な
世
界
を

世
界
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
へ

の
無
差
別
攻
撃
な
ど
、
幼
い
子

ど
も
た
ち
や
女
性
を
含
め
尊
い

命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

こ
そ
、
平
和
な
世
界
を
願
い
あ

い
さ
つ
と
し
ま
す
。

現
在
、
建
設
業
は
人
手
不
足

が
深
刻
で
あ
り
、
企
業
倒
産
に

も
つ
な
が
る
深
刻
な
事
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。
建
設
産
業
に
労

働
者
が
入
職
し
な
い
要
因
の
一

つ
と
し
て
他
産
業
と
の
比
較
に

お
い
て
長
時
間
労
働
で
低
賃
金

と
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

こ
う
し
た
建
設
産
業
の
体
質
を

根
本
的
に
変
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
国

交
省
は
「
中
央
建
設
業
審
議
会

と
社
会
資
本
整
備
審
議
会
」
の

「
基
本
小
委
員
会
」
が
建
設
業

に
お
け
る
担
い
手
3
法
の
改
正

も
視
野
に
入
れ
た
講
ず
べ
き
施

策
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
担

い
手
3
法
の
改
正
は
24
年
の
通

常
国
会
に
出
さ
れ
る
予
定
で

す
。
厚
労
省
で
は
「
労
働
政
策

審
議
会
建
設
労
働
専
門
委
員

会
」
で
「
雇
用
改
善
計
画
」
の

見
直
し
を
25
年
に
予
定
し
て
い

る
こ
と
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
議
論
に
よ
っ
て
私
た
ち

が
取
り
組
ん
で
き
た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
活
用
（
賃
金
評
価
や
現
場
就

労
履
歴
）
や
雇
用
に
お
け
る
職

業
紹
介
や
労
働
者
供
給
事
業
な

ど
の
取
り
組
み
が
後
押
し
さ

れ
、
建
設
産
業
民
主
化
の
道
筋

が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。東

京
土
建
で
は
国
で
の
議
論

を
私
た
ち
の
声
を
反
映
さ
せ
た

法
律
や
政
省
令
に
つ
な
げ
建
設

業
の
労
働
環
境
、
労
働
条
件
、

雇
用
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
11
月
か
ら
国
会

請
願
署
名
を
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
署
名
集
約
目
標
は
組
織
人

員
2
倍
の
21
万
4
8
0
0
人
で

24
年
3
月
ま
で
の
期
間
で
組
織

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全

建
総
連
で
は
全
国
的
に
1
0
0

万
人
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

建
設
業
と
建
設
技
能
者
・
従

事
者
の
権
利
を
守
る
た
め
の
1

0
0
万
人
請
願
署
名
の
協
力
要

請
を
本
部
と
支
部
で
そ
れ
ぞ
れ

の
段
階
で
共
闘
団
体
の
皆
様
に

行
な
っ
て
い
ま
す
。
職
種
を
超

え
た
労
働
者
の
連
帯
し
た
運
動

で
成
功
を
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
に
入
る
文

字
を
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
、

で
き
る
言
葉
は
な
に
？

ヨ
コ
の
カ
ギ

1

そ
の
日
に
一
番
早
く
出
発

す
る
…
…
電
車

4

砂
漠
の
湧
き
水
場

7

Ⓐ
の
イ
ラ
ス
ト
が
ヒ
ン
ト

で
す

8

早
起
き
は
三
文
の
…
…

10

め
で
た
い
長
寿
動
物

11

髪
の
毛
の
こ
と
で
す

12

三
匹
の
子
豚
の
最
強
の
…

…
は
れ
ん
が
造
り

14

ア
メ
リ
カ
の
デ
ト
ロ
イ
ト

が
あ
る
州
。
五
大
湖
の
州

と
い
う
愛
称
も
あ
り
ま

す
。

16

麦
…
…
、
焼
き
…
…

18

夏
目
漱
石
の
三
部
作
。「
三

四
郎
」
「
そ
れ
か
ら
」
、

も
う
ひ
と
つ
は
？

19

春
の
七
草
。
カ
ブ
の
こ
と

で
す

21

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
対

話
で
き
る

22

ジ
ャ
ッ
ク
…
…
、
フ
ォ
ー

ク
と
…
…

タ
テ
の
カ
ギ

1

非
常
に
感
心
し
て
驚
く
こ

と
。
ナ
ニ
を
巻
く
？

2

め
で
た
い
の
は
一
富
士
、

二
鷹
、
三
茄
子（
な
す
び
）

3

竜
の
頭
に
も
あ
り
ま
す

4

年
下
の
男
の
き
ょ
う
だ
い

5

パ
ス
カ
ル
の
言
葉
「
人
間

は
考
え
る
…
…
で
あ
る
」

6

御
用
始
め
と
も
い
い
ま
す

9

ブ
ー
ツ
は
普
通
の
…
…
よ

り
丈
が
長
い

10

Ⓑ
の
イ
ラ
ス
ト
が
ヒ
ン
ト

で
す

12

三
重
県
北
西
部
の
忍
者
の

里

13

自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
が
不

意
に
動
か
な
く
な
る
ト
ラ

ブ
ル

15

…
…
番
組
、
…
…
料
金
、

…
…
食
堂

17

隣
の
…
…
は
青
く
見
え
る

20

…
…
草
が
ゆ
、
…
…
不
思

議

【
応
募
規
定
】

は
が
き
＝
（
は
が
き
大
の
用
紙

も
可
。
縦
15
セ
ン
チ
×
横
10
セ

ン
チ
を
厳
守
）

〒
1
7
0
―
0
0
0
5

豊
島
区
南
大
塚
2
―
33
―
10

東
京
労
働
会
館
4
Ｆ

「
東
京
自
治
労
連
ク
イ
ズ
係
」

（
2
月
29
日
消
印
有
効
）

メ
ー
ル
＝
件
名
に
「
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
1
3
4
号
」

Tokyo.nakama.puzzle@
g

mail.com
（
3
月
1
日
午
前
0

時
ま
で
）

○
は
が
き
・
メ
ー
ル
と
も
一
人

1
通
の
み
。

○
組
合
名
ま
た
は
支
部
名
・
職

場
名
・
名
前
を
明
記
。

○
賞
品
＝
正
解
者
か
ら
抽
選
で

30
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
。

○
発
表
＝
3
月
号

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

係
か
ら

職
場
の
話
、
感
想
、
意
見
、
カ

ッ
ト
な
ど
の
投
稿
も
ぜ
ひ
。
採

用
分
は
図
書
カ
ー
ド
進
呈
。

ご案内 組組合合員員のの法法律律相相談談

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

東
京
自
治
労
連
中
央
執
行
委
員
長
矢
吹
義
則

執
行
部
一
同

東東
京京
自自
治治
労労
連連
中中
央央
執執
行行
委委
員員
長長
矢
吹
義
則

執
行
部
一
同

東京土建一般労働組合
書記次長 北川誠太郎
東京土建一般労働組合
書記次長 北川誠太郎

ご協力をお願いします
「東京土建１００万人署名」
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